
漆を屋外でも利用可能に！
Point 1. 紫外線に曝されても“漆”本来の光沢を失わない耐光性
Point 2. パルプ化で不要となる植物由来成分リグニンの有効活用
Point 3. 高弾性、低熱膨張の漆塗膜に

漆は日本古来の伝統工芸で活用されており、酸やアルカリ、
塩分、アルコールにも強く、耐水性、断熱性、防腐性なども高
いため、様々な材料のコーティング剤として活用されてきまし
た。しかし、紫外線に弱く長時間さらされることで劣化が進行
する等のデメリットがあるため、屋外の使用には適していませ
ん。

リグニンは木材の主要な成分の一つ（他はセルロース、ヘミ
セルロース）として知られており、木材の20~30%を占めてい
ますが、木材をパルプ化する際は不要な成分であり用途がない
ことが課題でした。しかし、紫外線を吸収する特性があるため、
その性質の有効活用が期待されています。

本発明は漆の物理的・化学的な特性を失わせる事なく、パル
プ化時に不要とされるリグニンを漆に混ぜることで、紫外線に
強い漆を開発することに成功いたしました。
具体的には、リグニンにオレイン酸を含有し、漆に近い分子

量・疎水性にすることで混ざりやすくし、紫外線に強い漆を実
現しております。（図1及び図２）

問い合わせ先

京都工芸繊維大学 産学公連携推進センター 知的財産戦略室（研究推進・産学連携課 知的財産係）
TEL：075-724-7039/FAX：075-724-7030 / e-mail：chizai@kit.ac.jp

知的財産情報

特許出願あり

2023.1

植物由来成分を用いて漆の耐光性を向上 本技術の内容
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図1 耐光性試験の結果
オレイン酸含有リグニン/漆複合シートの光照射による光沢度の変化
・リグニンを添加しても純粋な漆と変わらない光沢度を実現
・リグニン添加無しの漆は光照射時間に応じて光沢度が減少

光沢度
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伝統工芸や高級感が求められるエクステリアへ 応用先イメージ

日本古来の漆工芸・伝統工芸品への応用や新たな
伝統工芸品の開発、建築・建設用途として高級なイ
ンテリア・エクステリアとしての漆コーティング剤、
その他のコーティングが必要な分野での活用を探索
しております。
天然由来・植物由来材料の利用、本来捨てられる

リグニンの活用としてSDGsにも貢献しています。 伝統工芸 インテリア空間 エクステリア

従来の漆と比較し、熱膨張の抑制、高い弾性率を実現 その他の効果
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図2 オレイン酸含有リグニンを混合したリグニン/漆複合シートの写真
リグニン含有量 (a)0%, (b)1%, (c)5%, (d)7%, (e)10%

リグニン含有量によるシート表面の外観はほとんど変わらない状態であった

図３ 熱機械分析（TMA）の結果

副次効果として従来の漆と比較し
て熱膨張耐性（図３）も獲得するこ
とに成功しており、また従来よりも
高い弾性率を実現すること（図４）
にも成功しております。
双方の実験結果から５～7%程度

のリグニン含有量の時に、熱膨張性
の抑制と、高い弾性率を実現してい
ます。

図４ 引張試験による応力ひずみ曲線の結果
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